
 

 

 

 

 

  

 

【提案・要望先】文部科学省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ＳＣやＳＳＷの補助率の引き上げを含む配置の拡充 

○スクールカウンセラー（ＳＣ）やスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による支

援体制の充実と人材の確保 

(2) いじめや不登校対応のための教員の配置 

○増加しているいじめへの対応や不登校の子どもたちへの支援を行い、関係機関等と

の連携を図るコーディネーターの配置 

(1) ＳＣやＳＳＷの補助率の引き上げを含む配置の拡充 

〇多様化・複雑化している生徒指導上の諸課題に対応するためには、生徒指導の充実

や教育相談体制の整備が必要。 

○増加している困難な環境にある子どもたちへの支援のため、ＳＣ、ＳＳＷの役割は

ますます重要であることから、更なる配置の拡充が必要。 

〇小・中学校を中心に配置しているＳＣ、ＳＳＷを、近年ニーズが高まっている高等

学校や特別支援学校でも配置拡充できるよう、更なる国による財源の確保が必要。 

(2) いじめや不登校対応のための教員の配置 

〇子どもや保護者、教員のニーズを把握し、ＳＣ、ＳＳＷを有効活用するためには、

コーディネーターの役割を担う教員の配置が必要。 

○教育と福祉、県と市町の連携による取組を推進し、切れ目のない支援を図るために

は、関係機関連携を推進する教員の配置が必要。 

 困難な状況にある子どもたちを社会全体で育む環境をつくり、子どもを真ん中にお

いた社会づくりを進める 

１．提案・要望内容 

２．提案・要望の理由 

困難な環境にある子どもたちへの支援 及び 

教育相談体制の充実 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) いじめや不登校対応のための教員の配置 

いじめや不登校等への対応 

 

○令和３年度より、「児童生徒の健全育成のための県と市町の連携に関する協定」に基づいた取組

を開始した。      

（本県の取組状況と課題） 

不登校傾向・ひき

こもり
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連携内容

令和５年 1 月末データ 

310

478

61

116

令和3年度 令和４年度 ( 1月末現在）

協定による連携件数

高等学校 特別支援学校

〇不登校児童生徒総数 

令和元年   令和３年 

2,693 人 → 3,628 人（1.34 倍） 

 

〇専門的な相談・指導等を受けていない

不登校児童生徒総数 

令和元年   令和３年 

864 人 → 1,400 人（1.62 倍） 

＜課題＞ 

1人のＳＳＷが複数校を対応することから、

学校のニーズにタイミングよく応えられな

い場合がある。 

＜課題＞ 

カウンセリングの予約が２・

３か月後しか取れないことが

あり、支援のタイミングを逃

すことがある。 

ＳＣ、ＳＳＷの相談状況 

○ＳＣの配置の状況（令和４年度）  

【小学校】県内 35 校に配置し、毎月３回程度勤務 

【中学校】すべての学校に配置し、毎月５回程度勤務 

【高等学校】すべての学校に配置し、毎月３～４回程度勤務 

【特別支援学校】配置はなし 

※相談人数：令和元年度 8,670 人、令和２年度 9,164 人、令和３年度 10,065 人 

 
○ＳＳＷの配置の状況（令和４年度） 

【小学校】県内 20 校に配置し、週２回程度勤務 

【中学校】配置小学校から派遣 

【高等学校・特別支援学校】要請に応じて派遣 
※対応した児童生徒数：令和元年度 1,345 人、令和２年度 1,616 人、令和３年度 1,787 人 

専門的な相談・指導等が必要な子どもの数 

〇専門的な相談・指導等を受けていない不登校児童生徒 

(1) ＳＣやＳＳＷの補助率の引き上げを含む配置の拡充 
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